（年次有給休暇の付与）
第〇条　所定労働日の８割以上出勤した従業員に対しては、勤続期間に応じて、次表下欄に定める日数分の年次有給休暇を、次表上欄の勤続期間に達した日の翌日（以下、「基準日」という）に付与する。
	勤続年数
	0.5年
	1.5年
	2.5年
	3.5年
	4.5年
	5.5年
	6.5年以上

	付与日数
	10日
	11日
	12日
	14日
	16日
	18日
	20日


　　２　前項の年次有給休暇のうち５日分については、基準日から１年以内に、会社が時季を指定することにより付与することがある。ただし、５日分について本人が取得し、または計画的付与が行われたときはその限りではない。
　　３　会社は、前項本文の規定により、年次有給休暇の時季を定めるときは、その時季について当該従業員の意見を聴くものとし、会社は、当該意見を尊重するよう努めるものとする。
